
★なお、「福祉でまちづくり」プロジェクトについては、1/23（月）で今年度の全日程を終了しました。講師で岩手県立大
学社会福祉学部教授の宮城好郎先生からは、「地域でどう生きるか」や、「その人らしく生きて、死んでいくことができる
こと」という視点が、今後のまちづくりにおいて重要とのお話がありました。宮城先生、1 年間ありがとうございました！ 
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発行責任者： 校長  北田 義徳 

大野高校通信 
令和４年度  第 １１ 号 ２月２２日発行 

★「洋野町教育振興大会（実践区事例発表）」で大野高校の取組をＰＲ 

★当日上映したスライド★（お願い）大きな文字で読みたい際には、学校ホームページ内の Web 版を拡大してご覧ください。 

2/4（土）洋野町民文化会館セシリアホールにて、第 17 回洋野町教育振興大会が行われ、今年度は大野高校が事例
発表の機会をいただき、生徒代表が「ICT 活用実践報告～スタディ・サプリで学力向上」と「福祉でまちづくり」と題す
る 2 本の発表を行いました。生徒が大勢の前で発表するという貴重な経験となりました。ありがとうございました。 



 

２年保健講話（１／２４） 

 

  

  

 

お仕事フェア（１／３１） 

 

第 2 回学校評議員会（２／１６） 

3 年金融セミナー・（２／１０）就職セミナー（２／１６） 

洋野町大野地域安全推進大会（２／１０） １・2 年管内事業所説明会（２／１４） 

当日の模様は 2/28(火)TVI「５き

げんﾃﾚﾋﾞ」で放映予定です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2/22（水）3 年登校日 
2/28（火）卒業式予行・同窓会入会式 
3/1（水）卒業式 
3/2（木）学校安全の日 
3/3（金）大掃除② 
3/７（火）高校入試一般選抜学力検査 
3/13(月)高校入試追検査 

3/15（水）高校入試合格者発表 
3/22（水）終業式・離任式 
3/23（木）高校入試二次募集 
3/27（月）高校入試二次募集合格者発表 
3/29（水）入学手続き 
※ 諸般の事情により、急遽、中止または日程・内容の 

変更を行うことがありますので、ご了承ください。 
 

★２月下旬～３月の主な予定 

★学校の様子（１月～２月の校内行事等から） 

 生命の誕生を知ることにより、自尊
感情を育み、命の大切さを理解すると
ともに、人生設計の機会を設け、自分
の思い描く将来について考えを深める
ことを目的として、久慈病院助産師の
方を講師に迎えて開催し、生徒は自身
が誕生したことの奇跡に気づきました。 

 

 地元を中心とした県内の企
業と交流することで、各業種に
対する理解を深め、生徒の職業
観の育成や進路選択の拡大を
図ることを目的として開催しま
した。公務、理美容、ホテル、
福祉の４業種の方から地元で
働くことの喜びを学びました。 

卒業を間近に控えた３年生が、成人
年齢に達するに当たって心がけたい
ことを学校で学ぶ最後の機会として
行いました。１回目は石輪成人さんか
ら消費者トラブルについて、２回目は
ジョブカフェ久慈就職支援員の東大
野さんから社会人のマナー等につい
てそれぞれ講演していただきました。 

 ３年ビジネスコースで工芸を選択した
１０名は、３年間で伝統工芸の技術や、
ものづくりの楽しさ、自分の感性を表現
することの奥深さ等を学びました。大野
は木工の里、そして一人一芸の里で
す。ここでの学びを宝として、それぞれ
の分野で社会貢献を果たしてください。 

3 年工芸授業閉講式（１／２５） 

 関係団体及び地域住民が、地
域安全の重要性を再認識し、犯
罪、災害、交通事故のない、安全
に安心して暮らせる地域づくりを
進めるため、毎年開催している催
しです。今年は３年木村遙斗君が
「バイク走行時における危険性」
と題する発表を行いました。 

食の匠による高校生への郷土料理伝承会（２／１７） 

 久慈管内事業所に対する認識を深
め、早期の就業意識を形成し、管内
就職のより一層の促進を図ることを
目的とし、久慈雇用開発協会と久慈
公共職業安定所が共催する催しで、
１・２年生で管内就職を希望する者１７
名が参加しました。当日は２０社を超
える事業所が参加し、盛会でした。 

 今年度第２回の学校評議
員会を開催し、今年度の事
業報告と、来年度より新たに
設置する学校運営協議会の
概要に関する説明を行いま
した。出席者の方々から大
野高校存続への熱烈な要望
をいただき感激しました。 

 岩手県「食の匠」が、久慈
地域の食文化や豊かな食材
の調理法や食べ方を地元高
校生に伝えることを目的とし
て開催され、総合文化部の生
徒８名が参加し、「山形短角
牛と変わり団子汁」を調理し
て、美味しくいただきました。 

★生徒の感想（1 年保健講話「思春期こころの健康講演会」から） 

講話の最後にストレッチなどが紹介されていて、家でも簡
単にできるものだったので、時間がある時にやってみたい。 

私は人に相談する時に、ざっくりとした気持ちしか話すこ
とができなかったので、今回知ったたくさんの気持ちを表す
言葉を使って相手に伝えようと思います。 

講話を通し、自分の目指している職業（保健師）の方がど
のような仕事をしていて、どのような話をしているかを、メモ
を取りながら学べた。 

これから、楽しいだけでなく厳しくつらい学校生活を送
り、精神面だけでなく肉体的にも大変になるかも知れない
が、それは自分だけでなくみんなにも起こりうるものだと思
った。 

何かの悩みがあった時、誰かに相談することがストレスを
ためない方法の一つだと分かりとても勉強になりました。 

今日の話を聞いて、自分自身も何かストレスを感じたとき
は誰かに相談できるようにしていきたいです。 

何か悩み事があったら相談することが大切とわかり勉強に
なりました。習ったストレッチや深呼吸も試してみたいです。 

自律神経の働きが印象に残っていて、普段の私生活のリ
ズムが関わっているので大切なことだと思った。 

四つの感情（喜び、不安、怒り、悲しみ）それぞれにメッセ
ージがあるということでした。自分の気持ちを知るためにとて
も役立つメッセージ表現だなと思いました。 

それぞれ違う個性を尊重するのは大切だと思いました。 


